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ことのできる放射性セシウムの年間線量を 5 mSVから 1
mSvに引き下げた基準値が食品衛生法第 11条に基づい
て設定され，2012年（平成 24）4月より施行された（平







































厚生労働省通知 食品群 3 上限値（Bq/kg）
暫定規制値 1
食安発０３１７第３号




























































平成 23年 3月 17日 食品衛生法に基づく放射性物質の暫定規制値を設定．
平成 23年 4月 4日 「検査計画，出荷制限等の品目・区域の設定・解除の考え方」（初版）
平成 23年 6月 27日 （一部改正）放射性ヨウ素の減少を踏まえ，放射性セシウム対策を主眼とする．茶，水産物，麦類の取扱いを規定．検査対象に国民の摂取量の多い食品を追加．
平成 23年 8月 4日 （一部改正）個別品目に牛肉及び米を追加．
平成 24年 3月 12日 （一部改正）平成 23年の検査結果，平成 24年から基準値の施行を踏まえた改正・
平成 24年 4月 1日　食品衛生法に基づく放射性物質の基準値の施行
平成 24年 7月 12日 （一部改正）検査対象の追加．検査対象品目，出荷制限等の解除要件等を改正．個別品目に大豆及びそばを追加．
平成 25年 3月 19日 （一部改正）検査対象品目及び検査対象自治体の見直し．水産物や野生鳥獣の移動性及びきのこ等の管理の重要性等を考慮した出荷制限等の解除要件等について改正．個別品目に原木きのこ類を追加．
平成 26年 3月 20日 （一部改正）検査対象品目及び検査対象自治体の見直し．検査対象品目に事故後初めて出荷するものであって，検査実績が無い品目を追加．
平成 27年 3月 20日 （一部改正）検査対象品目及び検査対象自治体の見直し．牛肉の検査頻度について，農家ごとに 3ヶ月に 1回程度から，12ヶ月に 1回程度とすることができることを追加．
平成 28年 3月 25日 （一部改正）検査対象品目及び検査対象自治体の見直し．新たな検査体制とその導入時期の検討等を追記．





平成 30年 3月 23日 （一部改正）検査対象自治体，検査対象品目，出荷制限等の解除の考え方等の見直し．
平成 31年 3月 22日 （一部改正）検査対象品目及び検査対象自治体の見直し．個別品目に野生鳥獣の肉類を追加，大豆を削除．











ら 2012，Kimura et al. 2012，丹治ら 2013，Hachinohe et al.



















成 23）9月 13日に「平成 23年産麦に由来するふすま及
び麦ぬかの取扱いについて」（農林水産省 2011a），2011

























（八戸ら 2013，Kimura et al. 2012, Hachinohe et al. 2018）．
表 3．国内農畜水産物の加工・調理における放射性セシウム（134Cs + 137Cs）の加工係数（表面汚染試料 1）
分類 品目 加工･調理法 原材料 食品等 加工係数（Pf）2
試料
数 備考







洗いヨモギ 0.6 1 3回貯水洗浄




洗いツクシ 0.8 1 3回貯水洗浄




洗いフキ葉柄 0.5 1 3回貯水洗浄




洗いノビル球茎 1 1 3回貯水洗浄






洗い食用野草 0.8 4 3回貯水洗浄




茹で調理における Pfは，うどん生麺（麺厚 2.5 mm，麺幅
3 mm），うどん乾麺（麺厚1.8 mm，麺幅 3 mm）がともに0.06，
中華麺生麺（麺厚 1.5 mm，麺幅 1.5 mm）が 0.3，そば生麺（麺





































牛肉（鍋師ら 2013a，鍋師ら 2013b，鍋師ら 2016，
Sato et al. 2019），野生獣肉（シカ，イノシシ）（Hachinohe



























































表 4．国内産肉・野生獣肉・山菜・キノコ類の加工・調理における放射性セシウム（134Cs + 137Cs）の加工係数（内部汚染試料）








Sato et al. 2019,
Hachinohe et al. 2020
揚げる 牛肉（ランプ） 牛肉（10 mm, 3 min） 1.2 3
茹でる
牛肉（内モモ）





牛肉（1 mm, 1 min） 0.3 * 3
牛肉（1 mm, 2 min） 0.2 * 3
牛肉（2 mm, 10 min） 0.1 * 3
牛肉（4 mm, 10 min） 0.3 * 3
牛肉（10 mm, 10 min） 0.7 * 3
煮る 牛肉（内モモ） 牛肉（10 mm, 20 min） 0.4 3




イノシシモモ肉 イノシシモモ肉（10 mm, 2 min） 1.2 9
イノシシセロース肉 イノシシセロース肉（10 mm, 2 min） 1.3 9
シカモモ肉 シカモモ肉（10 mm, 2 min） 1.4 9
シカセロース肉 シカセロース肉（10 mm, 2 min） 1.3 9
茹でる
イノシシモモ肉 イノシシモモ肉（10 mm, 1.5 min） 0.9 9
イノシシセロース肉 イノシシセロース肉（10 mm, 1.5 min） 0.7 9
シカモモ肉 シカモモ肉（10 mm, 1.5 min） 0.9 9
シカセロース肉 シカセロース肉（10 mm, 1.5 min） 0.9 9
蒸す
イノシシモモ肉 イノシシモモ肉（10 mm, 10 min） 0.9 9
イノシシセロース肉 イノシシセロース肉（10 mm, 10 min） 0.8 9
シカモモ肉 シカモモ肉（10 mm, 10 min） 0.9 9
シカセロース肉 シカセロース肉（10 mm, 10 min） 0.8 9









焼く 生シイタケ 焼きシイタケ 1.2 3
浸漬（あく抜き）
ワラビ
あく抜きワラビ（0.3 %重曹） 0.08, 0.1 * 3, 1
塩漬け─塩抜き 塩抜きワラビ 0.02 * 2
浸漬（あく抜き）
ゼンマイ
あく抜きゼンマイ（0.3 %重曹） 0.3 5
塩漬け─塩抜き 塩抜きゼンマイ 0.02 * 2
天ぷら
コシアブラ
コシアブラの天ぷら 0.6, 0.19 * 2, 2
ゆでる 茹でコシアブラ 0.7 * 2
塩漬け─塩抜き 塩抜きコシアブラ 0.1 * 2
ゆでる
タラノメ
茹でタラノメ 0.9 * 4
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Summary
　A decade has passed since the radioactive contamination of domestic agricultural, livestock and fishery products were caused by
the accident at Tokyo Electric Power Company’s Fukushima Daiichi Nuclear Power Station. The major radionuclides contaminating
domestic food products were radioactive iodine (131I) and radioactive cesium (134Cs and 137Cs). The Japanese government immediately
set provisional regulation values for controlling the contamination level of these radioactive substances in food, and the inspection
of radioactive substances in domestic food products was commenced. Due to these efforts, the contamination level of these
radionuclides in food offered for sale, except for some natural foods, has been maintained at a low level since immediately after the
accident. After the accident, consumer concern about the safety of radioactively-contaminated food grew rapidly. In response to
this, since 2011, the results of radioactive cesium dynamics related to processing/cooking for domestic agricultural, livestock and
fishery products have been actively acquired, primarily by domestic researchers. Here we review the government’s response to the
radioactive contamination of foods immediately after the accident and outline the studies of the dynamics of radioactive cesium in
the processing or cooking of domestic agricultural products.
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